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JVO
•国内外の各種天文データや国内外の各種天文デ タや
解析資源をシームレスに連
携し，超大量データ時代の新
しい天文学研究基盤を提供

•情報技術により天文学研究
を加速 & いつでも，どこから
でも可能に

•サーベイデータや既存デーサ イデ タや既存デ
タからの知識発見

Universe on Your Desktop



N700系新幹線中からのアクセス 4

http://jvo.nao.ac.jp/portal/p j jp p



JVOアクセス統計 (2009 March)JVOアクセス統計 (2009 March)

1TB

JVO公式運用開始

•最大1TB/月の国内外からの
データ要求

•SupCAMデータへのアクセスJVO公式運用開始 p
が多い



SuprimeCAMデータへのアクセスSuprimeCAMデ タへのアクセス

•オンデマンドでの画オンデマンドでの画

像モザイク＆較正

•作成済みモザイク画•作成済みモザイク画

像も用意されている

•~ 10 TBytes•~ 10 TBytes

JVO ポ タルで最も多くJVO ポータルで最も多く

利用されているサービス
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アクセス元の統計アクセス元の統計

クセ 元• アクセス元

国内からが約60％
unresolved 約20%約 %
guestアクセスが70%程度

ダ ド• ダウンロード元

オランダが約67%
（アマチュア天文家らしい）（アマチュア天文家らしい）

国内研究者の利用も増加

• ユーザー講習会の実施など，普

及に向けた活動が重要
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2008年度の機能向上2008年度の機能向上

ザ 視点から 機能向上• ユーザー視点からの機能向上

• データコンテンツの拡充

（Digital Universe)
• Subaru Deep Survey, 

SAGA（北大・金属欠乏星DB）
，IRSF（南ア）DBの接続

• メタデータ交換IFをupdate
• 複数天体の並列検索

• SEDプロット

• etcetc
8詳細は，田中の講演・ポスター・デモを参照 V39b



Astronomical Virtual Observatories
Dataグリッド環境~ Dataグリッド環境 ~ 

Canada VO

China VO

2009年3月現在，すばるのSupCAMやHDSの全データをはじめ
として 3100を超える資源にアクセス可能として，3100を超える資源にアクセス可能。

http://jvo.nao.ac.jp/portal/
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科学的成果：
Study on Environment around QSOsy
~1000 AGNs -- SupCAM+UKIDSS

VO技術によりデータ収集は1日で完了

フラットな分布

銀河 欠損銀河の欠損

Cl t i t > 99% fid l l S32b （白崎ら）
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Clustering at > 99% confidence level S32b （白崎ら）



JVO研究開発の歩みと今後 11

• 2002～2005年： JVOがIVOAに参加。VOQLの提案。
プロトタイプシステムの製作・改善

• 2006～2007年： 他国のVOシステムと試験接続
データ解析ワークフローの試験実装デ タ解析ワ クフ の試験実装

• 2008年
JVO運用システムを公開 コンテンツ(Digital Universe)拡充 SuprimeCAMJVO運用システムを公開，コンテンツ(Digital Universe)拡充，SuprimeCAM
on-demand mosaicing機能を公開，NAREGI連携

• 2009年
JVOメンバーによる科学的成果 & 普及に向けて講習会実施
全天対応並列検索・処理システムの試験実装，HSCの接続検討，全天対応並列検索 処理シ テ の試験実装， の接続検討，
ARCとの接続の検討，ISAS/C-SODAとの接続

• 2010年• 2010年
全天対応システムやHSC,ARCとの接続システム構築，IVOA WS日本開催



2009年10月
4日（日） 8日（木）

登録開始：5月中旬

早期登録期限4日（日）～8日（木） 早期登録期限：

7月31日
ルネッサンス札幌ホテル

http://www.adass2009.jp/
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JVO ポータルサービスの概要
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User PortalUser Portal 
http://jvo.nao.ac.jp/portal/
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